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１. はじめに 

スポーツはメディアによって発展した。特に、ロ

サンゼルスオリンピックから、ピーター・ユベロスに

よって一業種一社のスポンサー形式が採用され、

スポーツの放送権料は莫大な価格まで上昇した。

ワールドカップ、オリンピックのテレビ放送は最も

注目されるソフトとして全世界で放送され放送価

値が飛躍的に上がった。このような時代背景でテ

レビ放送は人気、認知度の向上、市場の拡大を

目的としてスポーツ団体にとって重要な手段とさ

れてきた。しかしスポーツのテレビ放送の効果は

薄れつつある。 

現在インターネットによって情報配信の形態が

激変しつつある。現在プロスポーツはもちろんア

マチュアスポーツもインターネットを通じて情報を

配信している。そのためマイナースポーツの情報

を手にすることが難しい時代は終わり、メジャース

ポーツだけでなくマイナースポーツでも手軽に入

手できる時代となった。このような観点からインタ

ーネットを通じて、スポーツがどのように伝えられ

ているのかをテレビと比較しながら考えていく。ま

たメジャースポーツ（野球）とマイナースポーツを

例に出しスポーツ競技別のインターネット利用方

法など明らかにしていく。そして今後スポーツがイ

ンターネットをどのように利用していくべきかを考

えていく。 

 

２. 研究目的 

今後のスポーツ団体のメディアの利用方法に

ついての変化について考察することを目的とする。

特にプロ野球の球団とマイナースポーツの競技

団体について今後のメディアの変化について考

えていく。プロ野球やアマチュアスポーツの現在

のインターネットの利用状況を通じて、どのような

変化が起きているのかを調査する。そして、スポ

ーツ団体がどのようにインターネットを活用してい

くのか、更にはどのようにインターネットへ移行し

ていくのかを調査目的とする。 

 

３. 研究方法 

第一に日本のインターネット環境、特にブロー

ドバンド環境の普及率を調査する。第二にスポー

ツ団体がどのようなスポーツ情報をインターネット

を介して提供しているのかを各団体のサイトから

収集する。第三に各家庭がどのような目的でどの

ようなキッカケでどのようなスポーツサイトを閲覧し

ているのか、調査会社などのデータを基に検証す

る。 

 

４. 結果と考察 

結論はスポーツの今後のインターネット移行は

進むということだ。プロ野球に関しては巨人戦以

外の試合はインターネットへ移行しつつあり、アマ

チュアスポーツも動画配信しているスポーツが多

く、今後一層インターネットを活用していくと考え

られる。 

ディアを利用することはかつてまではテレビや

新聞が中心と考えられていた。しかしインターネッ

トの登場で今後はインターネットもメディアの中心

となるであろう。特に低コストで動画を配信できる

という点は大きい。動画といえばテレビの専売特

許であったためメジャースポーツしか動画という形



体で情報配信することができなかった。しかし一

方でインターネットは動画という形式がつかえ、且

つ低コストであるため、マイナースポーツでも利用

できる。この点がインターネットの最大の利点だ。

さらにインターネットは多様な広告形態が登場し、

広告費もスポーツ団体は獲得できる可能性を秘

めている。このように、インターネットはどのスポー

ツでも利用でき、以前まで実現できなかったメディ

ア露出をスポーツ団体に可能にした。ウェブの広

告形態などまだ確立されていない部分が多く、未

だ発展途上である。現在では各個人がメディアの

一人として認識されるようになり、各個人の影響

力も増している。日々インターネット環境が変化

する中で、スポーツ団体が効果的なメディア露出

を行うためには能動的にインターネットを活用し

続けることが大切だ。 

したがって今後はスポーツ団体のメディア利用

はインターネットに移行していくと考えられる。

 


